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暮
ら
し お知らせ

information

　
道
内
の
昨
年
の
架
空
請
求
被
害

額
は
約
4
・
４
億
円
に
上
り
、
過

去
５
年
間
で
被
害
額
が
最
多
で
し

た
。
昨
年
12
月
に
は
札
幌
市
で
約

1
・
66
億
円
を
だ
ま
し
と
ら
れ
る

架
空
請
求
詐
欺
が
発
生
し
、
道
内

の
特
殊
詐
欺
被
害
で
は
過
去
最
高

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
に
は
、
札
幌
市
の
80

代
女
性
が
３
４
０
０
万
円
を
だ
ま

し
取
ら
れ
る
特
殊
詐
欺
も
起
き
て

い
ま
す
。
主
な
手
口
は
次
の
通
り

で
す
。

　
被
害
者
宅
に
防
犯
協
会
職
員
を

名
乗
る
男
か
ら「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
の
○

○
さ
ん
が
あ
な
た
の
代
わ
り
を

や
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」

な
ど
と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
数
日
後
、
災
害
支
援
団
体
職

員
を
名
乗
る
男
か
ら「
○
○
さ
ん

が
災
害
支
援
団
体
か
ら
不
正
融
資

を
受
け
、
金
融
庁
に
疑
わ
れ
て
い

る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
数
日
後
に

は
金
融
庁
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら

「
不
正
融
資
を
受
け
て
い
な
い
か
。

○
○
さ
ん
の
件
で
あ
な
た
も
共

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
案
内

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
学
生
も
加
入
し
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）

や
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式

で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

■
所
得
の
目
安
　
　
　
　
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期

間
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
額
す
る
た
め
に
も
、
後
か
ら

納
付（
追
納
）
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
３
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
令
和
４
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人

へ
、
３
月
末
に
は
が
き
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て

い
る
人
は
、
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は

不
要
で
す
）

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

１
２
８

架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
！

高額介護合算療養費は、医療と介護の両方を利用し
ている世帯の自己負担を軽減する制度です。同じ世帯
の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度
と介護保険の自己負担額の合計が限度額を超えたとき
は、その超えた額が後期高齢者医療制度および介護保
険から支給されます。

　なお、手続きには町の窓口へ申請が必要となります。
ただし、次の場合は対象となりません。
・後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額　　
   のいずれかが０円の場合
・支給額が 500円以下の場合

負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額

３割 現役並み所得者
【課税所得 690万円以上】212万円
【課税所得 380万円以上】141万円
【課税所得 145万円以上】　67万円

１割

一　　　般 56万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ（※１） 31万円

区分Ⅰ（※２） 19万円

後期高齢者医療制度からのお知らせ

※１　世帯全員が住民税非課税
　　で区分Ⅰに該当しない人
※２　世帯全員が住民税非課税　
　　であり、世帯全員の所得が　
　　０円（公的年金収入のみの場　　
　　合、その受給額が 80万円以
　　下、または老齢福祉年金を　　　
　　受給している人）

【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月 31日】■自己負担限度額表

■問合せ　北海道後期高齢者医療広域連合（☎ 011-290-5601）
　　　　　住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）
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お知らせ
犯
。
拘
束
さ
れ
な
い
た
め
に
お
金

を
払
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言

わ
れ
、
現
金
を
宅
配
便
で
送
り
ま

し
た
。
金
融
庁
職
員
を
名
乗
る
男

と
被
害
者
は
２
年
に
わ
た
り
連
絡

を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
に

「
裁
判
が
終
わ
れ
ば
お
金
が
戻
る
」

と
言
わ
れ
、
連
絡
が
途
絶
え
て
か

ら
詐
欺
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
「
未
払
料
金
が
あ
る
」「
不
正
送

金
し
た
」
な
ど
と
架
空
の
事
実
を

口
実
に
現
金
を
求
め
る
不
審
な

メ
ー
ル
や
電
話
が
き
た
ら
、
家
族

や
知
人
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
　
産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
０
０
5
）

●
適
切
な
時
期
の
氷
雪
下
ろ
し
を

　
屋
根
か
ら
の
氷
雪
落
下
に
よ
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
氷
雪

が
屋
根
か
ら
せ
り
出
し
て
い
る
軒

下
な
ど
は
、
危
険
な
の
で
、
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
氷
雪
が
落
下
す
る
危
険
が
あ
る

場
所
は
、
看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
に

融
雪
期
の
事
故
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

よ
り
、
歩
行
者
に
注
意
を
促
し
ま

し
ょ
う
。

●
複
数
に
よ
る
安
全
を
確
保
し
た

氷
雪
下
ろ
し

　
屋
根
の
氷
雪
下
ろ
し
中
に
、
は

し
ご
や
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
作
業
す
る

と
き
は
、
補
助
者
を
置
く
な
ど
複

数
で
行
う
と
と
も
に
、
命
綱
や
安

全
帯
を
装
着
す
る
な
ど
万
全
の
措

置
を
講
じ
、
自
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

●
除
雪
機
に
よ
る
作
業
中
の
安
全

確
保

　

除
雪
機
に
よ
る
除
雪
作
業
中

に
、
衣
類
を
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
事
故
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
時

は
、
作
業
に
適
し
た
服
装
を
着
用

し
、
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
雪

詰
ま
り
を
取
り
除
く
な
ど
の
作
業

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習

　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

国民健康保険一部負担金の減免制度
　町の国民健康保険に加入している人で、災害や事業の休廃止・失業などの理由により世帯の収入が減少し、医
療機関などの窓口で支払う医療費（一部負担金）の支払いが困難になった場合は、一定期間その一部負担金の減
免または徴収（支払い）を猶予することができます。

減免対象
　次のいずれかに該当する場合は減免または徴収猶予
を申請することができます。
①震災、風水害、火災、その他の災害により死亡し、
障害者となり、または資産に重大な被害を受けたとき
②干ばつ、冷害、凍霜害などによる農作物の不作、不
漁、その他の理由により収入が減少したとき
③事業または業務の休廃止、失業などにより収入が著
しく減少したとき

減免要件
　次の全てに該当するときは減免を受けることができ
ます。
①入院療養を受ける国民健康保険被保険者
②減免対象となる事由が発生したことにより、前年同
時期の収入に比べ、現在の収入（見込み収入を含む）
が減少している世帯
③世帯主および同じ世帯に属する被保険者の直近の収
入合計額が生活保護基準額以下の世帯
④世帯主および同じ世帯に属する被保険者の預貯金合
計額が生活保護基準額の３ヵ月分以下の世帯
※①～④の要件に該当しない場合でも、必要と認めら
れるときは、一部負担金の徴収猶予を受けることがで
きます。

減免期間
　年間で３か月を超えない期間。
　ただし、やむを得ない場合には、新たな申請により、
再度審査を行ったうえで、減免を継続することができ
ます。減免が適用されるのは、減免申請をした日から
になります。
　なお、原則として、すでに支払った一部負担金につ
いては減免の対象外です。一部負担金の徴収を猶予す
ると認めたときは、６か月を超えない期間とします。

申請に必要なもの
　次のものを持参し、窓口にお越しください。
①一部負担金減免申請書（窓口に備えつけてあります）
②現在と前年の収入状況が分かる書類（給与明細書、
年金支払通知書など）
③収入減少を証明する書類（離職証明書、雇用保険受
給者証、罹災証明書など）
④世帯の国保加入者全員の通帳
（記帳したもの）
⑤国民健康保険被保険者証
⑥マイナンバーカード
⑦その他必要と認める書類　

　※一部負担金の減免についての詳細は、担当まで問
い合わせてしてください。

■問合せ　住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）
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自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
を
忘
れ
ず
に

北からの寒気が一気に入り、
大雪や猛吹雪となることもあ
る天気図

行
　
政

北
海
道
総
合
計
画
を
見
直

し
ま
し
た

hokkaido.lg.jp/sm
/zim

/
address/index.htm

l
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春の天気は変わりやすい春の天気は変わりやすい

気象台からの
お知らせ

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

■
募
集
種
目
　
①
幹
部
候
補
生
②

一
般
曹
候
補
生
③
自
衛
官
候
補
生

④
予
備
自
衛
官
補

■
資
　
格
　
①
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
男
女
②
③
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女
④
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
男
女

■
受
付
期
限

①
４
月
14
日︵
木
︶

ま
で
②
５
月
10
日（
火
）
ま
で
③

４
月
１
日（
金
）~
５
月
20
日（
金
）

④
４
月
８
日（
金
）
ま
で

■
試
験
期
日

①
４
月
23
日

（
土
）、
24
日（
日
）
の
い
ず
れ
か

１
日
②
５
月
20
日（
金
）
~
29
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日
③
５
月

自
衛
官
募
集

健
康
づ
く
り
推
進
員
募
集

　
町
で
は
４
月
か
ら
新
た
に
推
進

春といえば「昨日までは晴れた暖かい日が続いた
のに、今日は急に寒くなり雪が降っている。」といっ
た経験やイメージをお持ちではないでしょうか。
　一般的に春の初めは、大陸の高気圧の勢力が弱
まり、日本の東海上に太平洋高気圧が現れ、移動
性の低気圧と高気圧が交互に日本を通過するよう
になります。低気圧の通過時は天気が悪くなり、
高気圧に覆われると晴れて日中は気温が上昇しま
す。また、低気圧の通過前には南よりの風が強まっ
て気温が上昇し暖かくなりますが、通過後は一時
的に西高東低の冬型の気圧配置となり、雪が降る
ことも多く寒の戻りにさらされます。

募
　
集

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

●
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

·
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更

登
録
）

·
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移

転
登
録
）

·
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き（
抹
消
登
録
）

令
和
４
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
送
付
す

る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
登
録
な
ど
が
間
に
合
わ
な

い
場
合

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

に
連
絡
す
る
か
、道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部（
☎
０
１
１

－

7
4
6

－
1
1
9
０
）
※
自
動
音
声
で
案

内
し
ま
す
。

H
P

https://w
w
w
.pref.

特に北海道はオホーツク海高気圧が現れると、
冷たく湿った気流の影響で寒い日が続くこともあ
り、春先の低温は農業をはじめ北海道の一次産業
に大きな影響を与えます。
　春の天気は変わりやすく、気温も安定しない特
徴があります。北海道では雪解けが進む３月以降
にこのような傾向が見られることがありますので、
テレビやラジオ、気象庁ホームページの情報を参
考に、衣替えやタイヤ交換などを検討し、体調管
理にも気をつけていただければと思います。

南東からの暖かく湿った空気
が流れ込んで、雪解けが進み
やすい天気図

道
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
や
デ
ジ
タ
ル
化
・

脱
炭
素
化
の
動
き
に
対
応
す
る
た

め
、
北
海
道
総
合
計
画
を
見
直
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
重
要
課
題

へ
の
対
応
や
北
海
道
の
強
み
を
活

か
し
た
政
策
を
、
道
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
北
海
道
総
合
計
画（
２
０
２
１

改
定
版
）

https://w
w
w
.

pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/
sogokeikaku.htm

l

■
問
合
せ　
北
海
道
総
合
政
策
部

計
画
局
計
画
推
進
課（
☎
０
１
１

－

2
0
4

－

５
６
３
０
）

員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
り
考
え

て
み
た
い
、
ま
た
、
健
康
づ
く
り

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と

い
う
人
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
任

期

４
月
１
日
か
ら
２
年

間■
申
込
期
限　

３
月
22
日︵
火
︶

■
問
合
せ
・
申
込
み　
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー（
☎
76

－

4
0
0
6
）



働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向
け

た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ

の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日　

時　

４
月
14
日（
木
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

■
場　

所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内　

容　

就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

お知らせ

広報とうやこ　2022 年 3 月17

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

1月20日から 2月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

寄
　
付

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

無
料
法
律
相
談
会
開
催

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
３
月
17
日（
木
）、

②
４
月
７
日（
木
）
13
時
30
分
~

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

故大塚アイ子さん
■１月 16日死去■ 87歳■遺族は衛さん■青１区
故黒川正美さん
■１月 19日死去■ 68歳■遺族は良子さん■温８区

故髙清水八重子さん
■ 1月 6日死去■ 92歳■遺族は寧さん■虻２区

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
２
万
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
正
源
な
み
子
（
虻
８
区
）

▽
大
友
靖
子
（
虻
８
区
）

▽
岩
倉
三
紀
さ
ん
（
虻
４
区
）

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）

▽
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
野
菜
集
出
荷
セ

ン
タ
ー

▽
㈲
レ
イ
ク
ヒ
ル
・
フ
ァ
ー
ム

▽
ジ
ュ
テ
ー
ム

▽
胆
振
西
部
会

　

相
続
手
続
き
や
遺
言
書
の
作

成
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

３
月
19
日（
土
）、
４

月
16
日（
土
）
９
時
30
分
~
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

故吉田智子さん
■ 1月 14日死去■ 67歳■遺族は聡さん■虻３区

故佐藤ヒサエさん
■ 1月 30日死去■ 96歳■遺族は平間純子さん■洞仁会

故横山明男さん
■ 2月 5日死去■ 83歳■遺族はアイ子さん■大原

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

■
募
集
種
目　
海
上
保
安
学
校
学

生■
資　

格　
①
令
和
４
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
②
令
和
４
年
９
月
ま

で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

■
受
付
期
限　

３
月
18
日（
金
）

~
３
月
25
日（
金
）

■
試
験
日　
１
次
試
験
５
月
15
日

（
日
）、
２
次
試
験
６
月
８
日（
水
）

~
29
日（
水
）
の
い
ず
れ
か

　

試
験
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
海
上
保
安
部

管
理
課（
☎
0
1
4
3

－

23

－

０
１
１
８
）

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
本
間
寛
菜
弁
護

士（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務

所
）
②
阿
部
洋
介
弁
護
士（
北

海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

27
日（
金
）
~
29
日（
日
）
の
い
ず

れ
か
１
日
④
４
月
11
日（
月
）
~

17
日（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部　

室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

寒
の
雨
絵
馬
の
墨
字
の
滲
み
を
り

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風
　

嶺
の
雪
に
茜
さ
し
た
り
誕
生
日

　
　
矢
野
知
子
　
　
　
　

あ
れ
こ
れ
と
コ
ロ
ナ
も
騒
ぐ
春
一
番

　
　
　
小
笠
原
勇

絵
葉
書
に
跳
ね
る
が
ご
と
く
春
の
文
字

　
　
　
千
葉
征
子
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
2
月
定
例
会


